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契約の成立要件における大陸法と英米法の違い

「契約」＝法的強制力ある約束

約因売買契約は双務契約（当事者双方からの約束がある契約で、一般的な契約はこれである．）である。片務契約（もう一方のする「行為」に対する片方の「約束」）の約因は、例えば、迷子の犬を見付けて（行為）くれたらカネを払うという片務契約の約因は一方の見付けるという行為の約因と片方の金を払うという約束の約因である．
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約因＝対価の交換＝相互に犠牲を払うこと





なお、売買契約は、約因が揃っている（買主の代金支払いの約束という約因と売主の物の提供という約束の約因）ので英米法においてもOFFERとACCEPTANCEのみ（但し、他の成立要素の「契約能力」及び「合法性」には問題ない場合）で「契約」となる。





ドイツ・フランスを中心とするヨーロッパ大陸諸国の法律。ローマ法系に属し、成文法主義を中心として成り立つ。





イギリスの法律およびそれを受け継いで発展したアメリカの法律の総称。判例法・慣習法を中心とする不文法を中心として成り立つ。








